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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、生命倫理学における安楽死・尊厳死論とキリスト教との関連性を歴史的・社会的

に解析する企てである。その成果として、(1) 生命倫理学黎明期のキリスト教神学者、J.フレ
ッチャーの原著作の蒐集、(2) 彼の“Dysthanasia”, “Anti-Dysthanasia”概念と日本の「尊厳死」言
説との関係の解析、(3) 安楽死・尊厳死運動において切腹や棄老伝説における「自死」が日本人
の美徳としてキリスト教と対置されていること、(4) 臓器提供を「自己犠牲」として期待する
語りの構造を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The aim of this research was to analyze historically and socially the relationship between 
discussions on euthanasia / death with dignity and Christianity. The following four points 
were addressed: (1) the collection of works of J. Fletcher, who was a pioneer in bioethics; (2) 
an analysis of the relationship between Fletcher‘s “Dysthanasia” / “Anti-Dysthanasia” 
concepts and the discourses on “death with dignity” in Japan; (3) “autocide” in Bushido and 
“granny damping” as Japanese virtues in discussions on euthanasia  / death with dignity 
movements were compared to a Christian inspired approach; (4) an analysis of the 
discourse structure that presents organ donation as “self-sacrifice”. 
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１．研究開始当初の背景 

日本の生命倫理におけるキリスト教理解は、

日本的生命倫理・死生観を強調して対置される

か、pro life vs. pro choice, SOL vs. QOLといっ

たステレオタイプな理解にもとづく叙述の域を

でないことがしばしばである。米国のヒト胚を

めぐるリベラル派とキリスト教保守派の長年の

対立や、2003年の米国大統領評議会報告書『治

療を超えて』をめぐる論議を見れば、こういっ

た理解は無理のないことではあるが、近年の研

究では、バイオエシックス成立期において、現

在了解されている以上にキリスト教との葛藤と

影響が強かったこと（土井健司 2007）が指摘

されている。 

しかしながら、特にこれまでの日本の安楽

死・尊厳死論は、死生観という文化的・宗教

的価値観を内包するがゆえに、上記のような

ステレオタイプなキリスト教理解に基づく

二項対立の構図に付置して了解されてきた。 

 「尊厳死」が「安楽死」と切り分けられて

来た第二次世界大戦後日本の安楽死・尊厳死

論に関する筆者のこれまでの歴史研究をふま

え、本研究では、生命倫理学における安楽死・

尊厳死論とキリスト教との関連性を上述したよ

うなステレオタイプな理解とは異なる角度から

歴史的・社会的に解析することによって、生命

倫理学の自律原則と、「自分らしい、人間らしい、

尊厳ある死」を希求する「尊厳死」言説との関

連性について、新たな分析視覚の掘り起こしが

可能であると考えた。 

 
２．研究の目的 

日本におけるこれまでの安楽死・尊厳死論

は、生命倫理学をユダヤ・キリスト教の伝統

に対する新しい世俗の医療倫理としてのみ

付置し、安楽死・尊厳死を SOLvs.QOL、pro 

life vs. pro choiceといったステレオタイプな

キリスト教理解に基づく二項対立の構図に

よって了解されている。しかしながら、1930

年代の米英安楽死協会の設立者にはプロテ

スタントの自由主義神学者が名を連ねてい

る。 

そこで、本研究では、特に、生命倫理学の黎

明期に、その誕生を先駆的に牽引した「3人の

米国の神学者のうちの一人」（Jhonsen, A. 

1999）であるジョセフ・フレッチャー（Fletcher, 

Joseph,1905-1991）の「安楽死」に関する言

説に焦点をあて、キリスト者フレッチャーがど

のような論理で安楽死の合法化を推進したのか、

さらにはその思想と行動が米国での生命倫理学

の誕生とその日本への導入に果たした役割を実

証し、それによって、「尊厳ある死」の言説の生

成と日本における生命倫理学の導入・展開の歴

史との関係を、キリスト教との関連において解

明することを目的とした。 

 
３．研究の方法 

本研究では、第二次世界大戦前後の日米キ

リスト教界の安楽死・尊厳死論に関する言説

を解析することにより、生命倫理学における

「安楽な死・尊厳ある死」をめぐるキリスト

教的基盤を歴史的・社会的に明らかにする。

安楽死・尊厳死論のメルクマールとしてカレ

ン・アン・クインラン事件（1975-1976）を

据えるが、特に、生命倫理学の先駆者とも言

われる神学者、ジョセフ・フレッチャーに焦

点をあてた。morals and medicine（1954＝

1964）や situation ethics（1966＝1971）で生



命倫理学界や哲学・倫理学界に知られた元米国

聖公会牧師のジョセフ・フレッチャーは、

1930 年代、ロンドンのスラム街にある教会

で社会活動を行った経歴を持ち、戦後は米国

の安楽死運動を展開した人物でもあった。本

研究は彼の言説とその来歴に着目し、彼のキ

リスト教神学・倫理学にもとづく思想・言動

と安楽死・尊厳死論の関係を解析した。また、

フレッチャーが 1962 年に提案した

“Dysthanasia”と“Anti-Dysthanasia”概念を検

討し、その日本への紹介導入（宮野彬 1970）と

日本における「尊厳死」言説の淵源とを検証し

た。 

具体的には以下の調査研究を行った。 

(1) フレッチャーの著作を網羅的に蒐集して

整理し、第二次世界大戦前からの彼の多

彩な活動と著作から全体像を把握した。

彼の死後編まれた Joseph Fletcher: 
memory of an EX-RADICAL (1993) の

bibliography ほかに記載された文献のほ

か、戦前の文献や米国安楽死協会のニュ

ーズレターの一部などを蒐集した。さら

に、日本での活動（1963-64）記録を招

聘先である国際基督教大学やプロテスタ

ント系の雑誌、学術誌などをあたって調

査を進めた。 

(2) フレッチャーが 1962 年に提案した

“Dysthanasia,”“Anti-Dysthanasia”概念の

検討をおこなった。さらに、フレッチャー

の思想全体の中で上記概念の占める位置

を、彼の他の著作から考究した。 

(3) 上記概念の日本への翻訳紹介とその影響

について、キリスト教的基盤との関連性

に焦点をあてながら、刑法、医事法、安

楽死運動、クインラン事件との関係にお

いて検討した。 

 

 

４．研究成果 

本研究の成果を以下に列挙する。 

(1) フレッチャーの広範な著作の網羅的な蒐

集・整理について、一定程度の完成をみ

ることができた。また、彼の原著論文だ

けでなく、フレッチャーが日本滞在時に

客員教員をつとめた国際基督教大学にて

近しい関係にあった古屋安雄氏への調査

や著作から、日本での活動の一端が明ら

かになった。 

(2) フ レ ッ チ ャ ー が 造 語 ・ 提 案 し た

“Dysthanasia,”“Anti-Dysthanasia”概念と

日本の「尊厳死」言説との関係を分析し、

両者の深い結びつきを明らかにした。さら

に、彼が 1954 年に公刊した morals and 
medicine（1954＝1964）には、安楽死・尊

厳死だけでなく、現在の生命倫理学のトピ

ックが挙げられているが、そこには、「死を

選ぶ権利」「子を産むことを断念する権利」

などを「われわれ（患者）の権利」と表し

つつ、その実際は「患者の義務」を含意す

るフレッチャー独特のロジックが隠されて

いること、その際、神学・聖書学などのキ

リスト教を基盤とした言辞が用いられてい

ることを明らかにした。 

(3) 日本における安楽死・尊厳死論の分析を

キリスト教との関連性において解析した。

そのなかで、キリスト教圏における安楽

死・尊厳死論の生成過程と対比する形で

「自死」が日本の伝統的死生観の発露と

して、さらには日本人の美徳として語ら

れていること、しかし、そこで取りあげ

られる武士道や特攻隊は、特定の階層に

名誉とともに強いられた処刑や戦闘の様

式であること、また、老人が自ら死地に

赴く「楢山節考」の原型である棄老伝説

は、本来は養老を説くものであったこと

を明らかにするとともに、それらがとり



わけ「安楽死・尊厳死」運動において選

好的にとりあげられていることを指摘し

た。 

(4) 発展的な調査として、生命倫理問題を遠

近で扱った小説や映画作品にキリスト教

の有形無形の痕跡をさぐった。特に、

2011年春、日系の英国ブッカー賞受賞作

家、カズオ・イシグロの小説Never Let 
Me Go の映画化作品が日本でも公開さ
れたことに機会を得、これを中心に臓器

移植を扱った作品群をとりあげて臓器移

植と安楽死・尊厳死問題との関係、さら

には「（自己）犠牲」というキリスト教思

想の核をなす概念との関係を解析した。 

なお、以上の研究成果は、「５．主な発表

論文等」に記載したように、日本生命倫理学

会を中心とする学会・研究会報告や国際誌を

含む学術論文・図書などのほか、教育・福祉

関連の対人援助職研修会や一般市民向けの

セミナーや図書などを通してより広汎な対

象に公開し還元することができた。 
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